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リ エ チ レ ン のポ

結 晶 を 作 る

は  じ め  I=

高分子化合物の特性として,結 品

化しにくく,は っきりした融点を示

さ

槃り

｀

二菫tt【 易継慾寵序酵藷

に欠くことのできない物質であり,

薬 ビン・包装用など多くの場合に利

用されている。私たちは,簡 単でし

かも手に入 りやすいポリエチレンの

結品に関する実験を,文 化祭のテー

マとして選んだ。

この結晶に見られるマルタ十字や

リングはたいへん美しいもので,化

学研究のうえでも美的な面でも,た

いへん興味のあるものである。

実   験

〔装 置〕 (図 1)

温度が 110～150°Cく らいに調整

のできる熱板 (スライダックに電熱

器を接続 し,そ の上に鉄板をのせて

使用 した)・スライ ドガラス・ビン

セット・温度計 (360°Cの ものを使

用)。偏光顕徴鏡 (オリンパス偏光

顕微鏡 POS型 を用いた)。接眼 ミク

ロメータ。対物 ミクロメータ・顕微

鏡 撮影 装 置 (アサヒベンタックス

SP, ァダプター)

〔試 料〕

高密度のポリエチレンが最適であ

る。私たちは試料として片山化学の

過酸化水素水の容器,水 酸化ナトリ

ウムの容器とプラチナ万年筆のスペ

アーを使用した。

〔準 備〕

熱板をポリエチレンが分解しない

くらいの温度約 150°Cに , スライダ

ックを用いて調整する。ポリエチレ

ンは 190°Cで 完全に黄色になって分

解する。熱板の上にきれいに洗った

スライ ドガラスをのせる。 1枚 をの
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レンをのせ,で きるだけ薄い膜がで

きるように,残 ったスライ ドガラス

で押える。そしてスライ ドガラスの

ふちで,で きるだけ薄くなるように

こする。

これらを結品化させるまで,溶 け

たポリエチレンをのせたスライドガ

ラスを熱板の上に放置する。 約 10

～15分 くらいで大きな球晶体の成

長が見られる。長い時間放 置 す れ

ば,そ れだけ大きな結晶 が得 られ

る。ただし, 1時 間以上になるとポ

リユチレンは分解してしまう。スラ

イ ドガラスを熱板からおろし,冷 却

する。これらがポリエチレンの結晶

融点 (135°C)以 下に冷却 されると

き,そ の薄膜は結品化するにつれて

半透明になる (もし薄膜が不透明に

見えたら,薄 膜が厚すぎるためであ

ろう)。

さあ,こ れでブレパラートはでき

上がった。偏光顕微鏡で観察してみ

よう。ステージの上にブレパラート

がないとき視野が

暗 くなるように偏

光板を回転 してみ

よう。 ブレパラー

トをステージの上

にのせて100-400

倍で観察すると,

ポ リエチ レンのマ

ルタ十字の球品が

見える。 また,同

心円状の リングも

夕。対物 ミクロメータがあれば,結

品の直径を測定する。結品の大きさ

は40分 のもので 66μぁった。熱板

の上に置いた時間との相関関係を出

すのもよかろう。また,顕 徴鏡写真

撮影装置があれば,顕 徴鏡写真を撮

るのもいいだろう (図2～図 7アサ

ヒベンタックス SP使 用,フ ジSS,

露光 3～5 sec)。

より高温で融解させ,長 時間熱板

の上に放置すれば大きな結品が得ら

れるのだが,ス ライグックを用いる

装置では, どうしても温度が一定に

保てず, そのため融解させる温度

もまちまちであった。結品化させる

とき,結 晶浴があればこれを用いて

温度をポリエチレンの結晶温度より

低い温度 (110～115°C)で 結品化き

せられれば, リングの間隔は狭くな

り,よ り高い温度 (120～125°C)で

行なえば, より大きな間隔の球品が

得られるのであるが, こういった実

験を行なうことができなかった。

この実験では,い ろいろの種類の

ポリエチレンを用いたが過酸化水素

水の容器に使われているポリエチレ

ンが,い ちばんはっきりした結品で

あった。
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図 1装 置



図 2 過酸化水素水の容器 熱板 10分 放置
(X4∞  球品の直径 34μ)

図 3 過酸化水素水の容器 熱板 20分 放置
(X4∞ 球品の直径 34μ)

図 5 過酸化水素水の容器 熱板 40分 放置
(X400 球品の直径 68μヽ

図 6 プラチナ万年筆のスペアー 熱板 30分放
置 (X400 球品の直径 34の

30分 放置       図 7 水酸化ナトリウムの容器 熱板 10分 放置
(×4∞ 球品の直径 46μ)

図 4 過酸化水素水の容器 熱板
(X400 球品の直径 53μ)

お わ  り に

この実験は比較的簡単な実験であ

るが,ポ リエチレンにより融点に差

があり,分 解してしまったり,融 解

しないことがあって,温 度調節 ・プ

レメラートの厚さなどの点におい

て,あ る程度のこつを要する。ポリ
エチレンの結晶は引き伸ばしたポリ
ユチレン全面にできるのではない。

そのため偏光顕微鏡で観察す る場

合,な かなか見つけにくい。一般に

引き伸ばしたポリエテレンの端に結

品の集まりができやすい。
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